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※1 別枠方式とは、一般枠とは別枠の募集定員を設けること
※2 医師不足地域とは、三重県医師確保計画に定める医師少数区域及び医師少数スポットを指す
【医師少数区域】東紀州医療圏。 【医師少数スポット】地域枠B推薦市町の区域、津市白山町、いなべ市、東員町、菰野町、亀山市

・地域枠は、医師の総数確保および地域偏在の是正を主たる目的とした入学枠である。
・三重大学医学部地域枠入学者の卒後の従事要件は、三重県地域医療支援センターキャリア形成プログラ
ムに基づき、卒後９年間を県内で勤務する（うち一定期間を医師不足地域で勤務）。

三重大学医学部地域枠入学者における卒後の従事要件について

令和４年度現在

対 象 定員枠35
（うち臨時定員20）

入試方法 選抜方法 従事要件
左の従事期間のうち、医師
不足地域における就業期間
※２

奨学金
の貸与

名 称

三重大学

地域枠
35名

地域枠A 三重県内出身者から選抜
25

（10）

推薦入試

別枠方式
※1

●卒業後、三重県地域医療支援セ
ンターキャリア形成プログラムに
基づいて、三重県内で９年間従事
する

医師少数区域及び医師少数
スポットにおいて1年以上
（臨床研修期間を除く）

三重県医師
修学資金の
貸与を受け
ることが
条件

地域枠B

三重大学が指定する県内の推薦市町の出身
者で、推薦市町長および推薦病院の推薦を
受けた者から選抜

●推薦市町
鳥羽市、志摩市、南伊勢町、大紀町、大台町、
多気町、紀北町、尾鷲市、熊野市、御浜町、紀
宝町、伊賀市、名張市、津市（旧美杉村に限
る）、松阪市（旧飯南町、飯高町に限る）のい
ずれか

5
（５）

●卒業後、三重県地域医療支援セ
ンターキャリア形成プログラムに
基づいて、三重県内で９年間従事
する

（ただし、臨床研修（2年間）は、
推薦病院（基幹型）又は三重大学
病院のいずれかを選択する）

医師少数区域及び医師少数
スポットにおいて２年以上

ただし、原則として推薦市
町の地域で従事する

（臨床研修期間を除く）

●推薦病院
県立志摩病院、尾鷲総合病院、紀南病院、上野
総合市民病院、岡波総合病院、名張市立病院、
県立一志病院、松阪中央総合病院、済生会松阪
総合病院、松阪市民病院のいずれか

三重県
地域医療枠

全国から選抜
5

（５）
一般入試

●卒業後、三重県地域医療支援セ
ンターキャリア形成プログラムに
基づいて、三重県内で９年間従事
する

医師少数区域及び医師少数
スポットにおいて1年以上
（臨床研修期間を除く）

国が設定する
地域枠の定義
（令和4年度
から適用）

地元出身者もしくは全国から選抜 規定なし
別枠方式
※1

●卒業後、当該都道府県内で９年
間以上従事する
●将来のキャリア形成に関する意
識の向上に資する都道府県のキャ
リア形成プログラムに参加するこ
と

医師少数区域及び医師少数
スポット等において4年間
程度

問わない

資料：三重県調べ（令和４年5月末現在）2



キャリア形成プログラムにおける卒後の従事要件と誓約書の提出について

〇 三重県においては、地域枠入学者に三重県医師修学資金を貸与し、卒後は三重県地域医療支援セン
ターキャリア形成プログラムに基づき勤務することを返還免除条件（卒後の従事要件）としている。

誓約書は2回提出することとしている
卒前 貸与申請時（入学時）
卒後 勤務コース選択時

（臨床研修２年目）

従事要件を
を明示
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卒後の従事要件・離脱要件に関する同意書の取得について

〇〇 県は、国の方針に基づき、令和４年度入学志願者から、卒後の従事要件・離脱要件について取扱要項
を制定し、入学志願時に本人および保護者等から同意書を取得している

本人・保護
者等から
同意を取得 従

事
要
件

離
脱
要
件

死亡、疾病、災害等
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資料：三重大学令和４年度学校推薦型選抜学生募集要領抜粋（一部改変）

三重大学における卒後の従事要件と誓約書の提出について

〇 三重大学においては、地域枠入学者の卒後の従事要件等について、学生募集要項に記載するほか、
入学志願時に誓約書の提出を義務付けている。

【推薦要件（抜粋）】 具体的な勤務年
数までは記載さ
れていない
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全国の国立大学における卒後の従事要件について①

（ 1 ）青森県内枠
卒業後，直ちに青森県のキャリア形成プログラム（※）にしたがって，臨床研修を含む9 年間

（うち4 年間は医師の不足している地域）医療に従事すること

新潟県が設定する修学資金を受給するとともに，医師免許取得後，直ちに，新潟大学医歯学総合病
院又はそれ以外の県内臨床研修病院で卒後臨床研修に従事し，引き続き新潟県が指定した医療機関
に勤務（卒後臨床研修を含み９年間）することを確約できる者

〇 地域枠を募集する全国の国立大学（37大学）においては、学生募集要項において、具体的な勤務年数
等を記載する大学も複数ある。

〇 該当大学（７）：弘前大学、新潟大学、岡山大学、島根大学、山口大学、愛媛大学、長崎大学

出願要件（一部抜粋）

地域枠コース（岡山県）の入学者は，岡山県からの奨学金〔学費，生活費等に相当する額（年額
２４０万円，月額２０万円）〕を在学期間中（６年間）受給するとともに，医学科を卒業し医師免
許取得後は，義務年限期間（貸与期間の１．５倍の９年間）に，岡山県知事が指定する県内の医療
機関に勤務しなければなりません。義務年限期間には，２年間の初期臨床研修（県内の大学病院又
は県内の基幹型臨床研修病院が行う研修），２年以内の選択研修（県内の専門研修基幹施設が行う
研修及び県内のその他の施設が行う研修で知事が認めたもの），５年以上の地域勤務（知事が指定
する県内の医師不足地域等の医療機関での勤務）を含みます。なお，選択研修による義務年限期間
の中断は２年間まで認めています。

弘
前
大
学

新
潟
大
学

岡
山
大
学
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（続き）

山口大学
卒業後，医師免許を取得し，直ちに山口県内の病院で臨床研修（２年間）を受け，修了後４年以上，
山口大学医学部及び附属病院を含む県内の医療機関またはその関連施設で医学・医療の発展や地域
医療に貢献することが確約できる者。

・入学後に愛媛県の奨学金を受給し，卒業後に愛媛県知事が指定する医療機関において9年間以上
勤務する義務※に同意すること

長崎大学（佐賀県枠）
3．入学後は6年間の「佐賀県医師修学資金」の貸与及び大学卒業後は「佐賀県キャリア形成プログ
ラム」の適用を受け，佐賀県内の基幹型臨床研修病院における2年間の初期臨床研修後，総合診療
科，内科，小児科，外科，産婦人科，脳神経外科，麻酔科又は救急科等の医師として，当該プログ
ラムに定める医療機関等で9年間診療に従事することを確約し，佐賀県にその旨の同意書を提出し
た者

（10）卒業後は，医師国家試験に合格した日の属する月の翌月の初日から１２年を経過する日まで
の間に，(９)の期間を含めて９年間キャリア形成プログラムで規定する指定医療機関（うち４年以
上は特定地域医療機関）（１３ページ「主な指定医療機関及び特定地域医療機関」を参照）で医師
の業務に従事することを確約できる者

島
根
大
学

愛
媛
大
学

長
崎
大
学

山
口
大
学

出願要件（一部抜粋）

全国の国立大学における卒後の従事要件について②
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課題について
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三重大学学生募集要項における地域枠入学者の卒後の従事要件の明確化について

〇 三重大学における学生募集要項および誓約書には、卒後の勤務年数や医師不足地域における
勤務年数までは記載されていない。
一方で、地域枠を募集する全国の国立大学（37大学）のうち、７大学が学生募集要項におい
て、卒後の勤務年数等を記載している。

〇 三重大学地域枠制度は、国の制度改正に従って、卒後の従事要件を変更してきた経緯がある。
そのため、地域枠入学者から、苦情が申し立てられるなどの状況も発生しており、特に医師
不足地域における勤務に関するものが大半を占めるため、この点も含めて入学時に卒後の従
事要件を明確にしておく必要がある。

〇 三重大学学生募集要項および誓約書について、以下のとおり、卒後の従事要件を具体的に記
載することについて、三重大学医学部に要請してはどうか。

対
応
案

課
題

〇 記載内容

卒業後は、三重県地域医療支援センターキャリア形成プログラムに基づき、三重県内で９年間（うち
一定期間は医師不足地域）勤務すること（※1）（※2）

（※1）
地域枠A又は三重県地域医療枠 ： 医師不足地域で１年以上（ただし、臨床研修期間を除く）
地域枠B ： 医師不足地域のうち推薦地域において２年以上（ただし、臨床研修期間を除く）

（※2）
医師不足地域とは、三重県医師確保計画に定める医師少数区域および医師少数スポットを指す
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第１回 医師派遣検討部会における協議結果

（部会員・オブザーバー）
○ 地域枠制度は、時代とともに法制度が改正され現在のような状況に至っている。文部科学省が認

めるのであれば、卒後の従事要件は明確にしたほうが誤解等を招かないと思われる。

○ 卒後の従事要件を明文化することで、地域医療支援センターにおいて、地域枠医師との面談が進
めやすくなるため助かる。

○ 学生募集要項に卒後の従事要件を記載することについて、地域医療対策協議会で決定後に、大学
において検討することとなるが、次回の入試（令和５年度入学者）には間に合わず、次々回から
となることについて了承いただきたい。
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○ 第１回 医師派遣検討部会における部会員等の意見（令和４年７月29日開催）

意 見

協議結果

本案については承認された。


